
テ
ニ
ス
の
２
０
１
９
年
度
関
西
学
生
春
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
小
池
颯

紀
（
総
合
健
康
学
科
４
年
）
が
シ
ン
グ
ル
ス
で
初
優
勝
を
飾
り
、
東

谷
和
（
児
童
教
育
学
科
２
年
）
と
組
ん
だ
ダ
ブ
ル
ス
で
も
栄
冠
に
輝

い
た
。
小
池
の
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
は
大
会
３
連
覇
。
同
ペ
ア
は
海
外
ツ

ア
ー
大
会
で
準
優
勝
を
果
た
す
な
ど
、
飛
躍
し
て
い
る
。

❶第13号　2019年7月18日 SONODA WOMEN'S UNIVERSITY

園田学園女子大学スポーツ振興センター 園田学園女子大学スポーツ振興センター

SONODA WOMEN'S UNIVERSITY 第13号　2019年7月18日❹

　
前
年
度
か
ら
女
子
ダ
ブ
ル
ス

で
実
績
を
重
ね
る
小
池
・
東
谷

組
。
前
年
度
末
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で

行
わ
れ
た
大
会
で
準
優

勝
を
果
た
し
、「
外
国
人

の
ス
ピ
ー
ド
や
パ
ワ
ー

は
強
く
簡
単
に
勝
て
る

試
合
は
一
度
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
準
優

勝
出
来
た
こ
と
は
大
き

な
自
信
に
な
り
ま
し
た
」

（
東
谷
）
と
弾
み
を
つ
け

て
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ
た
。

　
関
西
オ
ー
プ
ン
の
シ

ン
グ
ル
ス
を
制
し
た
小
池
は
、

関
西
学
生
春
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
も
順
当
に
決
勝
へ
。
そ
こ
で

も
６―

４
、
６―

２
で
ス
ト

レ
ー
ト
勝
ち
を
収
め
、
シ
ン
グ

ル
ス
を
初
制
覇
し
た
。

　
ダ
ブ
ル
ス
も
危
な
げ
な
く
勝

ち
上
が
り
、
決
勝
で
は
第
２

セ
ッ
ト
に
反
撃
を
受
け
た
も
の

の
、
東
谷
と
と
も
に
冷
静
な
プ

レ
ー
で
第
３
セ
ッ
ト
を
奪
っ
て

優
勝
。
小
池
の
ダ
ブ
ル
ス
は
大

会
３
連
覇
の
快
挙
だ
っ
た
。

　
小
池
は
「
シ
ン
グ
ル
ス
の
タ

イ
ト
ル
を
取
れ
て
う
れ
し
い
で

す
。
ダ
ブ
ル
ス
３
連
覇
も
自
信

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
弾
み
に

全
日
本
学
生
選
手
権
で
単
複
と

も
優
勝
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
コ
メ
ン

ト
。
個
人
で
挑
む
イ
ン
カ
レ
、

チ
ー
ム
で
目
指
す
全
日
本
大
学

対
抗
王
座
決
定
試
合
の
頂
点

へ
、
エ
ー
ス
の
自
覚
を
背
負
っ

て
駆
け
上
が
る
。

　
４
月
に
行
わ
れ
た
神
戸
オ
ー

プ
ン
テ
ニ
ス
の
女
子
ダ
ブ
ル
ス

で
石
井
あ
づ
さ
（
総
合
健
康
学

科
４
年
）・
西
野
さ
く
ら
（
同

３
年
）
組
が
決
勝
に
進
出
。
第

１
セ
ッ
ト
を
逆
転
で
奪
う
と
、

第
２
セ
ッ
ト
は
６―

３
で
勝
ち

取
り
、
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

　
昨
年
の
全
日
本
大
学
対
抗
王

座
決
定
試
合
の
ダ
ブ
ル
ス
を
経

験
し
た
こ
と
が
成
長
の
源
に
。

西
野
は
「
初
戦
か
ら
タ
フ
な
試

合
が
続
き
ま
し
た
が
、
昨
年
経

験
し
て
き
た
こ
と
を
生
か
し
、

終
始
明
る
く
プ
レ
ー
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
続

く
大
会
で
も
結
果
を
残
し
て
い

け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」と
、

さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
っ
た
。

　
全
関
西
女
子
学
生
選
手
権
で

本
学
は
３
回
戦
か
ら
登
場
。
龍

谷
大
を
88―

73
で
退
け
て
好
発

進
し
た
。
４
回
戦
は
昨
秋
の

リ
ー
グ
戦
で
１
部
４
位
の
奈
良

学
園
大
と
対
戦
。
実
績
で
は
相

手
が
格
上
だ
が
、
第
１
ピ
リ
オ

ド
（
22―

18
）
か
ら
終
始
主
導

権
を
握
り
、88―

62
で
快
勝
し
、

ベ
ス
ト
８
進
出
を
決
め
た
。

　
４
強
入
り
を
懸
け
た
準
々
決

勝
で
は
、
昨
秋
リ
ー
グ
１
部
２

位
の
強
豪
・
大
阪
人
科
大
が
立

ち
は
だ
か
っ
た
。
第
１
ピ
リ
オ

ド
か
ら
追
い
か
け
る
展
開
を
強

い
ら
れ
、
第
３
ピ
リ
オ
ド
で
は

17
点
差
を
つ

け
ら
れ
た
。

１
部
上
位
校

の
壁
は
厚

く
、
し
か
し

乗
り
越
え
な

け
れ
ば
な
ら

な
い
壁
と
も

言
え
る
。

　
順
位
決
定

戦
に
進
ん
だ

も
の
の
、
そ

の
初
戦
で
関

学
大
に
抑
え

込
ま
れ
、
７

位
決
定
戦
へ
。
関
西
外
大
を
相

手
に
第
３
ピ
リ
オ
ド
ま
で
42―

39
と
リ
ー
ド
を
保
っ
て
い
た

が
、
第
４
ピ
リ
オ
ド
で
反
撃
に

遭
い
、
逆
転
負
け
を
喫
し
、
８

位
が
確
定
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
の
西
日
本
学
生

選
手
権
は
２
回
戦
を
粘
り
勝
ち

し
た
が
、
３
回
戦
で
敗
退
。
課

題
を
残
し
た
。

　「
全
関
西
は
新
１
年
生
が

入
っ
た
新
チ
ー
ム
最
初
の
公
式

戦
で
、
８
位
は
悔
し
い
結
果
で

し
た
」
と
話
す
主
将
の
谷
村
唯

（
児
童
教
育
学
科
４
年
）は
、「
秋

の
リ
ー
グ
戦
に
向
け
て
、
日
々

の
練
習
の
意
図
を
全
員
が
理
解

し
て
、
常
に
強
気
で
リ
ン
グ
に

向
か
う
姿
勢
、
シ
ュ
ー
ト
力
を

上
げ
る
、
当
た
り
負
け
し
な
い

体
づ
く
り
と
い
っ
た
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
」
と
、
総
勢
43
人
の
チ
ー
ム
に
〝
練
習
で

も
全
力
プ
レ
ー
〞
を
促
す
。

　
前
年
チ
ー
ム
は
秋
季
リ
ー
グ
で
１
部
昇
格
、

秋
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
３
位
と
い
う
結
果
を
現

チ
ー
ム
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し

て
く
れ
た
。

残
暑
の
季
節

に
開
幕
す
る

リ
ー
グ
戦
で

１
部
８
校
の

上
位
へ
。
バ

ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
の

挑
戦
の
歩
み

は
止
ま
ら
な

い
。

【ソフトボール部】
芦田　璃子（京都西山・京都）
石田　紅葉（帝京安積・福島）
門　　里唄（九州文化学園・長崎）
工藤　真依（福岡大学附属若葉・福岡）
小林　綾実（とわの森三愛・北海道）
佐藤　杏美（三国・福井）
髙重　映理（神村学園・鹿児島）
高橋ひより（桜宮・大阪）
中川　　唯（とわの森三愛・北海道）
廣瀬　美由（高知丸の内・高知）
舟橋　京花（兵庫大学附属須磨ノ浦・兵庫）
森本なるか（高知丸の内・高知）
矢追　英姫（鳥取城北・鳥取）
石川　小暖（千葉経済大学附属・千葉）
重冨　夕菜（香ヶ丘リベルテ・大阪）

【テニス部】
伊藤　七海（白鵬女子・神奈川）
櫻井　ゆき（芦屋大学附属・兵庫）
臺　　涼華（福徳学院・大分）
宮崎　明莉（芦屋大学附属・兵庫）
小川　瑠衣（園田学園・兵庫）

赤井　琴音（園田学園・兵庫）

【バスケットボール部】
麻生　真衣（明豊・大分）
服部　　渚（大阪桐蔭・大阪）
福島　　梓（大阪薫英女学院・大阪）
前田　歩花（明豊・大分）
米山　由華（奈良文化・奈良）
神谷　寧音（那覇・沖縄）
大塚　千里（高知中央・高知）
草刈　美樹（鳥取城北・鳥取）
原口依央梨（中村学園女子・福岡）
松永　夏佳（高知中央・高知）
山下　果歩（神戸北・兵庫）
二之宮禄海（宝塚西・兵庫）
小西　千夏（摂津・大阪）

【バレーボール部】
近藤　朝日（開智・和歌山）
中尾　奈蘭（沼田・広島）
神谷　歩実（氷上・兵庫）
村田　和奏（四條畷学園・大阪）
奥田　結愛（芦屋大学付属・兵庫）
山中　七花（夙川学院・兵庫）

【駅伝競走部】
上本　琴未（大阪成蹊女子・大阪）

橋本　未羽（市尼崎・兵庫）
藤野　　葵（大阪桐蔭・大阪）
岡橋　歩美（大阪・大阪）
田邊　陽菜（八重山・沖縄）

【剣道部】
池田　仁美（日章学園・宮崎）
川端　紗季（安房・千葉）
橘　いづみ（東洋大学附属姫路・兵庫）
立神有弥子（甲子園学院・兵庫）
中丁　美乃（東洋大学附属姫路・兵庫）

【陸上競技部】
安藤　百夏（山田・大阪）
井上あず美（京都橘・京都）
圓城寺祐穂（塔南・京都）
上月　亜美（神戸高塚・兵庫）
兒島　怜奈（大阪桐蔭・大阪）
齊藤　朋佳（園田学園・兵庫）
島田　幸夢（咲くやこの花・大阪）
杉村　美緒（摂津・大阪）
竹内　栞里（佐賀北・佐賀）
友松　日南（明石商業・明石）
永井　来海（尼崎双星・尼崎）
中西　彩梨（大阪・大阪）
平野さくら（枚方・大阪）
福林　春香（京都橘・京都）

藤本　彩花（城南学園・大阪）
安里　彩加（摂津・大阪）
矢田　涼乃（尼崎双星・尼崎）
山田　真由（関西大学北陽・大阪）
石谷　綾菜（姫路商業・兵庫）
倉本　美知（防府商工・山口）
倉本　奈緒（防府商工・山口）
土山　万緒（聖カタリナ学園・愛媛）
弘下　由梨（田部・山口）
辻　　七海（摂津・大阪）
大山　睦子（玉野光南・岡山）
田﨑　舞桜（須磨翔風・神戸）
廣瀬　桃奈（洛北・京都）
山下　美昴（園田学園・兵庫）
高橋　佳音（茨木西・大阪）

【バドミントン部】
北井　海玖（大阪・大阪）
濵尾　真衣（米子北・鳥取）
山崎　優友（園田学園・兵庫）
山中　愛鈴（青峰・三重）
豊島　美奈（伊丹西・兵庫）

　　　　　※カッコ内は出身高校 

　
テ
ニ
ス
部
が
２
０
１
９
年

１
月
31
日
、
ハ
ワ
イ
大
学
と

の
対
抗
戦
を
本
学
お
よ
び
ブ

ル
ボ
ン
ビ
ー
ン
ズ
ド
ー
ム

（
兵
庫
県
三
木
市
）
で
開
催

し
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
大
学
に

と
っ
て
、
初
の
海
外
遠
征
と

な
っ
た
今
回
の
対
抗
戦
は
、

本
学
テ
ニ
ス
部
が
４―

３
で

ハ
ワ
イ
大
学
を
破
り
勝
利
し

ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
大
と
交
流
戦

テ
ニ
ス
部
・
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

関
西
女
子
学
生
剣
道

関
西
女
子
学
生
剣
道

剣道部

大
会
成
績

　
全
日
本
学
生
選
手
権
の
出
場

権
を
懸
け
た
関
西
女
子
学
生
選

手
権
。
全
日
本
に
進
め
る
ベ
ス

ト
16
入
り
を
目
指
し
て
６
人
が

挑
ん
だ
。

　
３
回
戦
に
進
ん
だ
の
は
４
人

で
、
３
人
が
４
回
戦
へ
。
こ
れ

に
勝
て
ば
ベ
ス
ト
16
。
菰
口
と

池
田
が
そ
れ
ぞ
れ
快
勝
し
た

が
、
３
回
戦
を
延
長
の
末
に
粘

り
勝
ち
し
た
奥
平
桜
（
総
合
健

康
学
科
３
年
）
は
、
今
度
は
延

長
で
惜
敗
を
喫
し
た
。

　
５
回
戦
で
は
菰
口
が
コ
テ
、

池
田
が
面
を
決
め
て
、
ベ
ス
ト

８
に
勝
ち
進
ん
だ
。
し
か
し
、

２
人
と
も
８
強
の
壁
を
突
破
で

き
ず
、
進
撃
が
止
ま
っ
た
。

　
全
員
が
全
日
本
に
出
場
す
る

意
気
込
み
で
挑
ん
だ
が
、
そ
れ

は
叶
わ
ず
、
悔
し
い
気
持
ち
も

募
る
が
、
３
年
生
と
１
年
生
が

全
日
本
出
場
を
決
め
、
剣
道
部

全
員
が
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

　
団
体
戦
の
西
日
本
女
子
学
生

大
会
は
１
勝
止
ま
り
。
不
完
全

燃
焼
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

剣
道
部
は
、
全
日
本
女
子
学
生

優
勝
大
会
に
つ
な
が
る
９
月
の

関
西
女
子
学
生
優
勝
大
会
に
向

け
、
チ
ー
ム
で
の
勝
利
を
渇
望

し
て
い
る
。

　
主
将
の
落
合
空
（
児
童
教
育

学
科
４
年
）
は
「
チ
ー
ム
で
の

勝
利
が
必
要
で
す
。
お
互
い
が

信
頼
し
合
い
、
自
分
を
信
じ
て

戦
え
る
芯
の
強
さ
を
つ
け
る
た

め
に
、
勝
利
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ

け
た
い
」
と
話
す
と
と
も
に
、

「
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
課
題
に
し

て
き
た
〝
一
本
に
な
る
打
突
〞

を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
勝
つ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
稽
古
で
徹

底
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
」
と
気
を
引
き

締
め
る
。

　
団
体
戦
で
勝
ち
進
む
に
も
、

個
の
強
さ
は
必
要
だ
。
き
わ
ど

い
勝
負
を
制
す
る
精
神
力
と
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
た
技
術
を
稽
古
で

磨
く
し
か
な
い
。

　
ま
た
、
関
西
女
子
学
生
選
手

権
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
兵
庫

学
生
大
会
で
は
、
個
人
戦
で
山

田
悠
帆
里
（
総
合
健
康
学
科
２

年
）
が
準
優
勝
し
、
団
体
戦
で

は
本
学
Ａ
が
栄
冠
に
輝
い
た
。

◆
兵
庫
学
生
大
会

﹇
個
人
戦
﹈

　
準
優
勝
　
山
田

﹇
団
体
戦
﹈

　
優
勝
　
園
田
学
園
女
子
大
学
Ａ

　
　（
落
合
・
上
山
・
菰
口
・
佐
々
木
）

◆
関
西
女
子
学
生
選
手
権
大
会

▽
１
回
戦
勝
者

　
奥
平
、
上
山

▽
２
回
戦
勝
者

　
奥
平
、
上
山
、
菰
口
、
池
田

▽
３
回
戦
勝
者

　
奥
平
、
菰
口
、
池
田

▽
４
回
戦
勝
者

　
菰
口
、
池
田

▽
５
回
戦

　
菰
口
　
○
㋙―

●
　
河
嵜
（
同
志
社
大
）

　
池
田
　
○
㋱―

●
　
北
本
（
近
畿
大
）

▽
準
々
決
勝

　
菰
口
　
●―

▲
㋙
　
對
馬
（
立
命
大
）

　
池
田
　
●―

㋡
　
　
安
田
（
立
命
大
）

◆
西
日
本
女
子
学
生
大
会

園
田
学
園
女
子
大
学

▽
２
回
戦
　
○―

●
吉
備
国
際
大

▽
３
回
戦
　
●―

○
大
教
大

　剣道の個人戦で争われる第49回関西女子学生選手権は５月19日に行われ、本学剣
道部は６人が出場。菰口未紗（児童教育学科３年）と池田仁美（総合健康学科１
年）がベスト８に勝ち進み、６月29・30日に大阪府立体育館で行われる全日本女子
学生選手権への出場を決めた。

　剣道の個人戦で争われる第49回関西女子学生選手権は５月19日に行われ、本学剣
道部は６人が出場。菰口未紗（児童教育学科３年）と池田仁美（総合健康学科１
年）がベスト８に勝ち進み、６月29・30日に大阪府立体育館で行われる全日本女子
学生選手権への出場を決めた。

　
従
来
、
１
塁
側
、
３
塁
側
に

高
さ
15
ｍ
の
防
球
ネ
ッ
ト
を
備

え
て
い
ま
し
た
が
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
学
生
の
技
術
や
体
力

が
向
上
し
、
ネ
ッ
ト
を
超
え
る

打
球
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
近

隣
住
民
の
安
全
を
第
一
に
考

え
、
こ
の
た
び
、
防
球
ネ
ッ
ト

を
高
さ
25
ｍ
と
し
、
新
た
に
10

ｍ
の
も
の
を
外
野
側
に
も
設

置
。
本
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が

一
層
活
躍
で
き
る
よ
う
、
よ
り

充
実
し
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
専
用

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

外
野
部
分
の
芝
生
化
を
実
現
。

学
内
緑
化
推
進
と
と
も
に
、
プ

レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
学
生
の
ケ
ガ

の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

バスケット
ボール部

８
強
８
強
８
強
８
強

全
関
西
女
子
学
生

８８

菰
口
と
池
田
が

菰
口
と
池
田
が
ベストベスト

全日本女子学生選手権出場決める

大
会
成
績

◆
第
40
回
全
関
西
女
子
学
生
選
手
権
記
念
大
会

園
田
学
園
女
大

▽
３
回
戦
　
○
88―

73
　
龍
谷
大

▽
４
回
戦
　
○
88―

62
　
奈
良
学
園
大

▽
準
々
決
勝
●
64―

91
　
大
阪
人
間
科
学
大

﹇
順
位
決
定
戦
﹈

▽
１
回
戦
　
●
45―

61
　
関
学
大

▽
７
位
決
定
戦
●
56―

61
　
関
西
外
大

◆
第
68
回
西
日
本
学
生
選
手
権
大
会

園
田
学
園
女
大

▽
２
回
戦
　
○
67―

64
　
大
阪
大
谷
大

▽
３
回
戦
　
●
71―

79
　
新
潟
医
福
大

小池が快挙小池が快挙

関
西
学
生
春
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

テニス神戸オープン石井（左）・西野テニス神戸オープン石井（左）・西野 ダブルス優勝の小池（右）・東谷組（関西学生テニス連盟提供）ダブルス優勝の小池（右）・東谷組（関西学生テニス連盟提供）

テ
ニ
ス
部

大
会
成
績

◆ITF M
agic Tours

（
チ
ュ
ニ
ジ
ア
）

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
準
優
勝
　
小
池
・
東
谷

◆
神
戸
オ
ー
プ
ン
２
０
１
９

﹇
女
子
ダ
ブ
ル
ス
﹈

石
井
・
西
野
（
園
田
学
園
女
子
大
）

▽
準
々
決
勝
○
２―

０
　
大
西
（
甲
南
大
）・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
嶋
（
大
商
学
園
）

▽
準
決
勝
　
○
２―

１
　
多
田
（
ト
ッ
プ
ラ
ンAIOI

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
渡
邉
（
相
生
学
院
）

▽
決
勝
　
　
○
２―

０
　
大
山
（
河
内
庭
球
倶
楽
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
眞
鍋
（TURKEY TENNIS

）

◆
関
西
学
生
春
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

﹇
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
﹈

▽
準
々
決
勝

　
　
　
　
　
小
池
　
○
２―

０
　
藤
原
（
姫
路
大
）

▽
準
決
勝
　
小
池
　
○
２―

０
　
鎌
田
（
関
西
大
）

▽
決
勝
　
　
小
池
　
○
２―
０
　
大
野
（
関
西
大
）

﹇
女
子
ダ
ブ
ル
ス
﹈

▽
準
々
決
勝

小
池
・
東
谷
○
２―

０
　
中
谷
・
田
中
（
甲
南
大
）

▽
準
決
勝

小
池
・
東
谷
○
２―

０
　
大
塚
・
伊
藤
（
同
志
社
大
）

▽
決
勝

小
池
・
東
谷
○
２―

１
　
中
村
・
佃
（
関
西
大
）

2019年度後期大会
日程

ソフトボール専用グラウンドを整備ソフトボール専用グラウンドを整備

清元瀬里清元瀬里

稲井朋香稲井朋香 西山美優西山美優

谷村唯谷村唯



主
将
の
決
意

　
関
西
大
学
春
季
リ
ー
グ
戦
１

部
に
参
戦
し
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
は
２
部
と
の
入
替
戦
を
行

い
、３―

２
で
関
学
大
を
退
け
、

１
部
に
踏
み
と
ど
ま
っ
た
。

　
上
位
を
目
指
し
た
リ
ー
グ
戦
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誇
り
を
胸
に
〜

代
表
選
出
メ
ン
バ
ー

　
２
０
１
９
年
度
の
春
季
関
西

学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

で
、
女
子
１
部
の
本
学
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
は
６
勝
１
敗
で
２
位

と
な
り
、
連
続
リ
ー
グ
制
覇
が

「
17
季
」
で
ス
ト
ッ
プ
し
た
。

　
初
戦
の
同
志
社
大
戦
は
５
失

点
。
攻
撃
で
３
得
点
を
あ
げ
た

が
盛
り
返
せ
な
か
っ
た
。
チ
ー

ム
の
気
持
ち
が
引
き
締
ま
り
、

２
戦
目
以
降
は
完
封
勝
ち
が
４

試
合
。
接
戦
も
制
す
る
な
ど
粘

り
強
さ
を
見
せ
た
が
、
初
戦
の

黒
星
が
響
い
た
。

　
し
か
し
、
西
日
本
大
学
選
手

権
（
８
月
）
の
連
覇
、
そ
し
て

全
日
本
大
学
女
子
選
手
権
（
８

〜
９
月
）
の
〝
日
本
一
奪
還
〞

へ
向
か
っ
て
顔
を
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
に「
超

攻
撃
型
」
と
い
う
チ
ー
ム
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
あ
る
。

　
主
将
の
加
藤
亜
実
（
総
合
健

康
学
科
４
年
）
は
「
練
習
の
中

で
の
１
球
を
、
試
合
の
１
球
だ

と
全
員
が
意
識
し
、
目
的
を
明

確
に
し
て
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
話
す
。
夏
の
頂

　
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
か
ら
第
８

回
東
ア
ジ
ア

カ
ッ
プ（
６
月
・

中
国
）
に
臨
む

大
学
女
子
選
抜

に
、
投
手
・
三

原
千
空
（
総
合

健
康
学
科
３

年
）、
野
手
の

加
藤
亜
実
（
同

４
年
）、
下
山

絵
里
（
同
３

年
）、
白
石
望

美
（
同
４
年
）

の
４
人
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
第
13
回
女
子
Ｕ
19

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

（
８
月
・
米
国
）
に

出
場
す
る
日
本
女
子

Ｕ
19
代
表
に
野
手
・

中
川
唯
（
児
童
教
育

学
科
１
年
）
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
の
活
躍
が

世
界
へ
も
広
が
っ
て

い
ま
す
。

「〝超攻撃型〟というチームス
ローガンの下、全員が練習で
も試合でも積極的に自分自身
を発揮できるようなタフな人間
になれるよう頑張ります。また、
多くの方々からご支援ご声援を
いただいています。感謝の気
持ちを忘れず、夏の全日本イ
ンカレで日本一を奪還できるよ
う、日々一球一球を大切にし
て練習に取り組んでいきます」

加藤 亜実
総合健康学科４年

点
へ
、
切
磋
琢
磨
と
精
進
の

日
々
が
続
く
。

で
は
敗
戦
が
続
く
苦
し
い
展
開

に
。
セ
ッ
ト
を
奪
っ
て
も
勝
ち

切
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
最
終
戦
で
は
大
体
大

に
３―

０
で
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち

を
収
め
、
意
地
を
見
せ
た
。

　
２
部
２
位
の
関
学
大
と
の
入

替
戦
で
は
粘
ら
れ
た
が
、
最
終

セ
ッ
ト
で
突
き
放
し
た
。

　
主
将
の
永
野
桜
空
（
総
合
健

康
学
科
４
年
）
は
「
秋
季
リ
ー

グ
で
は
１
部
上
位
を
目
標
と

し
、全
員
で
気
持
ち
を
そ
ろ
え
、

お
互
い
を
信
じ
て
勝
ち
に
い
き

ま
す
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

◆
関
西
学
生
対
校
選
手
権

▽
１
０
０
ｍ
④
平
田
未
11
秒
99
⑥
西
村
12
秒

09
▽
２
０
０
ｍ
④
姫
野
24
秒
65
⑥
門
脇
24
秒

67
▽
４
０
０
ｍ
⑥
安
田
56
秒
12
▽
４
０
０
ｍ

ハ
ー
ド
ル
②
横
田
59
秒
53
▽
４
０
０
ｍ
リ

レ
ー
②
45
秒
51
（
近
藤‐

西
村―

姫
野―

平

田
未
）▽
１
６
０
０
ｍ
リ
レ
ー
②
３
分
43
秒

37
（
横
田―

安
田―

後
藤―

姫
野
）▽
棒
高

跳
③
友
松
、
黒
田
、
平
田
美
３
ｍ
40
▽
走
幅

跳
⑤
佐
伯
５
ｍ
79
▽
三
段
跳
⑤
畑
12
ｍ
31
▽

砲
丸
投
⑥
岩
木
13
ｍ
14
▽
円
盤
投
④
兒
島
39

ｍ
33
▽
や
り
投
②
桒
原
50
ｍ
36
▽
七
種
競
技

⑥
野
々
瀬
４
６
３
４
点

﹇
女
子
総
合
　
３
位
﹈

◆
日
本
学
生
個
人
選
手
権

４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
⑥
横
田
１
分
00
秒
91
▽

棒
高
跳
⑥
平
田
美
３
ｍ
50

◆
西
日
本
学
生
対
校
選
手
権

▽
１
０
０
ｍ
②
西
村
12
秒
01
▽
２
０
０
ｍ
⑤

姫
野
24
秒
87
⑥
門
脇
24
秒
97
▽
４
０
０
ｍ
③

安
田
57
秒
02
▽
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
①
横
田

１
分
00
秒
01
④
小
澤
１
分
01
秒
86
▽
４
０
０

ｍ
リ
レ
ー
②
46
秒
02
（
近
藤―

西
村―

姫
野

―

百
足
）▽
１
６
０
０
ｍ
リ
レ
ー
②
３
分
42

秒
19
（
安
田―

横
田―

梅
崎―

姫
野
）▽
棒

高
跳
③
平
田
３
ｍ
60
④
友
松
３
ｍ
60
▽
走
幅

跳
⑧
佐
伯
５
ｍ
68
▽
三
段
跳
①
畑
12
ｍ
30
▽

や
り
投
⑥
桒
原
48
ｍ
62
▽
七
種
競
技
⑧
石
橋

４
５
３
４
点

大
会
成
績

　
２
０
１
９
年
３
月
卒
で
、
陸

上
競
技
部
の
稲
岡
真
由
コ
ー
チ

（RU
N

 JO
URN

EY

）
が
５
月
の

世
界
リ
レ
ー
（
横
浜
）
の
男
女

混
合
４×

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
予

選
に
３
走
で
出
場
。
日
本
チ
ー

ム
は
３
分
19
秒
71
の
日
本
新
記

録
を
マ
ー
ク
し
、
タ
イ
ム
上
位

国
に
与
え
ら
れ
る
世
界
選
手
権

（
９
月
27
日
〜
／
カ
タ
ー
ル
・

ド
ー
ハ
）
の
出
場
権
を
獲
得
し

た
。
食
物
栄
養
学
科
卒
で
管
理

栄
養
士
国
家
試
験
に
も
合
格
し

た
稲
岡
コ
ー
チ
。
世
界
選
手
権

で
も
日
本
代
表
メ
ン
バ
ー
入
り

が
期
待
さ
れ
る
。

ソフトボール部ソフトボール部

「今年は持ち前の明るさ、
個々のパワーを最大限使
い、関西リーグと王座で
頂点を狙っていきます。
競り合う試合も多いと思
いますが、チーム一丸で
一心不乱に戦い抜き、一
つひとつの大会で成長
し、自信につなげていき
たいと思います」

石井 あづさ
総合健康学科４年

テニス部テニス部

「主将として、チームがど
んな状態であっても前を向
き、笑顔を絶やさないこと
を心掛けています。また一
人ひとりに声を掛け、思い
きりバレーボールができる
環境をつくりたいと思いま
す。秋季リーグでは春季に
成し遂げられなかった１部
上位を目標とし、全員で勝
ちにいきます」

永野 桜空
総合健康学科４年

バレーボール部バレーボール部

「春から積み重ねてきた
ことをすべてコートに出
し、インカレ出場を目標
に頑張ります。主将とし
て自分に厳しく、責任を
持ち、チームを引っ張っ
ていきたい。そして、私
たちのバスケットを見て
いる方々に楽しんでもら
えるよう全力でプレーし
ます」

谷村 唯
児童教育学科４年

バスケットボール部バスケットボール部

「今年は全日本学生大会
に出場し、上位を目指
しています。そのため
に稽古も試合も全力で
取り組んでいます。主
将として、全員がやっ
てきて良かったと思え
る剣道部を作り、剣道
を楽しみたいと思いま
す」

落合 空
児童教育学科４年

剣道部剣道部

「関西インカレは多数の自
己ベストや全日本インカレ
参加標準記録突破者が出
て、チーム一丸となって戦
い抜くことができました。
９月の日本インカレも総力
戦です。普段からチーム内、
監督、コーチとのコミュニ
ケーションを重視し、チー
ムを引っ張っていけるよう
に頑張ります」

畑 ともよ
総合健康学科４年

陸上競技部陸上競技部

「今年から１年生５人で活
動を始めました。少人数
で大学としての実績もま
だないため、イチからの
スタートです。個人の技
量を上げ、試合で上位に
入れるよう、普段から試
合を意識した練習ができ
るよう工夫しています。
今シーズンは関西リーグ
戦４部昇格が目標。

濵尾 真衣
食物栄養学科１年

バドミントン部バドミントン部

◆
春
季
関
西
学
生
女
子
リ
ー
グ
（
１
部
）

園
田
学
園
女
子
大
学

　
　
　
　
　
　
●
３―

５
　
同
志
社
大

　
　
　
　
　
　
○
７―

０
　
神
戸
親
和
女
大

　
　
　
　
　
　
○
８―

０
　
立
命
館
大

　
　
　
　
　
　
○
２―

１
　
太
成
学
院
大

　
　
　
　
　
　
○
11―

０
　
大
阪
大
谷
大

　
　
　
　
　
　
○
４―

１
　
関
西
大

　
　
　
　
　
　
○
１―

０
　
龍
谷
大

大
会
成
績

◆
関
西
大
学
春
季
リ
ー
グ
（
女
子
１
部
）

▽
入
替
戦

園
田
学
園
女
子
大
（
１
部
11
位
）

　
　
　
　
　
○
３―

２
　
関
学
大

※

１
部
残
留
決
定

大
会
成
績

第８回 東アジアカップ 大学女子選抜

中川 唯

下山 絵里（写真右）

白石 望美（写真中左）

女子 U19 代表
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稲岡真由コーチ稲岡真由コーチ

成
長
、
喜
び
、
大
切
な
時
間
を
共
有
し
た
い

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

か
け
が
え
の
な
い
学
生
時
代
、
園
田
学
園
女
子
大
学
に
は
ク
ラ
ブ
活
動
に
熱
中

す
る
学
生
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
し
て
各
部
の
指
揮
官
も
、
選
手
た
ち
の
力
を
最

大
限
に
引
き
出
そ
う
と
日
々
情
熱
を
注
い
で
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

目
標
に
突
き
進
む
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

We are
the Best
クラブ紹介

We are
the Best
クラブ紹介

We are
the Best
クラブ紹介

We are
the Best
クラブ紹介

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

日本優勝！日本優勝！日本優勝！日本優勝！

加藤 亜実（写真左）

「代表選出はうれしさと代表として
のプレッシャーを感じました。さら
にレベルアップして挑みたいです。
常に声を出してチームを盛り上げ、
足で相手をかき回したり、攻撃をつ
なげたりすることに徹したいと思い
ます。そしてアメリカの３連覇を阻
止して、日本の世界一に貢献できる
ように頑張ります」

三原 千空（写真中右）

に
出
て
い
な
い
４
人
が
組
ん
だ

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
は
、
近
藤
亜

友
美
（
総
合
健
康
学
科
４
年
）

―

西
村
百
花
（
児
童
教
育
学
科

４
年
）―

姫
野
万
里
乃
（
総
合

健
康
学
科
２
年
）―

平
田
未
来

（
総
合
健
康
学
科
３
年
）
で
つ
な

い
で
45
秒
51
の
好
タ
イ
ム
を

マ
ー
ク
。
１
６
０
０
ｍ
リ
レ
ー

は
、
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
２
位

の
横
田
華
恋
（
食
物
栄
養
学
科

３
年
）―

４
０
０
ｍ
６
位
の
安

田
明
日
翔
（
総
合
健
康
学
科
２

年
）―

後
藤
奈
緒
（
児
童
教
育

学
科
３
年
）―

姫

野
の
オ
ー
ダ
ー
で
、

優
勝
ま
で
あ
と
一

歩
の
力
走
を
見
せ

た
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
で

は
や
り
投
の
桒
原

千
賀
子
（
総
合
健

康
学
科
２
年
）
が

50
ｍ
36
で
２
位
に
。

「
応
援
の
声
が
大
き

く
て
、
投
げ
た
や

り
が
そ
れ
に
乗
っ

て
い
け
た
」
と
喜
ん
だ
。

　
６
月
の
日
本
学
生
個
人
選
手

権
で
は
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
の

横
田
と
棒
高
跳
の
平
田
美
和

（
児
童
教
育
学
科
２
年
）
が
そ

れ
ぞ
れ
６
位
に
入
賞
し
た
。

　
６
月
の
西
日
本
学
生
対
校
選

手
権
で
は
三
段
跳
の
畑
と
も
よ

（
総
合
健
康
学
科
４
年
）
と
４
０

０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
の
横
田
が
栄
冠

に
輝
く
な
ど
活
躍
し
、
女
子
総

合
３
位
の
好
成
績
を
収
め
た
。

　「
全
員
、
自
己
ベ
ス
ト
更
新
」

を
チ
ー
ム
目
標
に
掲
げ
る
陸
上

競
技
部
。
９
月
の
日
本
イ
ン
カ

レ
も
全
部
員
一
丸
で
立
ち
向
か

う
。

　
軟
式
野

球
部
は
関

西
リ
ー
グ

で
３
位
が

続
き
、
今

年
こ
そ
今

年
こ
そ
と

上
位
を
目

指
し
て
き

ま
し
た
。
昨
年
の
リ
ー
グ
で
は

２
位
に
上
が
り
、
今
年
度
は
関

西
リ
ー
グ
制
覇
が
目
標
で
す
。

　
全
国
大
会
で
は
、
昨
年
日
体

大
の
６
連
覇
を
阻
止
し
て
ベ
ス

ト
８
に
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
目
標
は
ベ
ス
ト
４
ま

で
勝
ち
上
が
る
こ
と
で
す
。

　
１
年
生
が
入
部
し
37
人
の

チ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。
私
た

ち
は
１
部
昇
格
と
い
う
目
標
を

目
の
前
で
達
成
で
き
ず
悔
し
い

思
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
年

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
足
跡
（
そ

く
せ
き
）
〜
ど
ん
底
か
ら
這
い

上
が
れ

〜
」
と
掲

げ
、
泥
臭

く
、
粘
り

強
く
、
過

程
を
大
切

に
し
な
が

ら
這
い
上

が
っ
て
い

き
ま
す
。

　チアリーディング部は部員４人
ですが、第 30 回全日本選手権大
会に出場しました。｢私たちができ
る演技は何か｣と考えながら、練
習の成果を出すことができまし
た。社会人アメリカンフットボー
ルＸ２ WEST リーグのゴールデ
ンファイターズの専属チアや地域
イベントなどで「みんなで助け合
いながら、チームで協力し笑顔で
全力の演技をする」を目標に練習
しています。

　
５
月
の
関
西
学
生
対
校
（
関

西
イ
ン
カ
レ
）
で
、
陸
上
競
技

部
は
入
賞
17
を
数
え
、
女
子
総

合
３
位
（
ト
ラ
ッ
ク
４
位
・

フ
ィ
ー
ル
ド
２
位
・
混
成
４
位
）

と
健
闘
し
た
。

　
ト
ラ
ッ
ク
で
は
４
０
０
ｍ
リ

レ
ー
と
１
６
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、

４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
の
３
種
目

で
２
位
に
入
っ
た
。
高
校
時
代

に
個
人
種
目
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

400m
1600m

関西＆西日本
学 生 陸 上

全
員
練
習
＆
学
生
主
体

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
40

人
を
超
え
る
部
員
全
員
で
練
習

し
て
い
ま
す
。
人
数
の
多
い
大

学
で
は
チ
ー
ム
を
分
け
て
別
々

に
練
習
す
る
大
学
も
あ
り
ま
す
。

本
学
も
そ
の
よ
う
な
時
期
が
あ

り
ま
し
た
が
、
全
員
で
練
習
す

る
方
法
に
変
え
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
応
援
や
雰
囲
気
に

好
評
を
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く

な
り
、
応
援
風
景
を
見
て
、
本

学
を
進
学
先
に
選
ん
で
く
れ
る

高
校
生
も
い
ま
す
。

　
こ
の
方
法
が
で
き
る
の
も
、

岩
村
コ
ー
チ
の
存
在
が
大
き
く
、

監
督
・
コ
ー
チ
２
人
体
制
を
整

え
て
い
た
だ
い
て
い
る
大
学
に
は

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
４

年
生
が
作
成
し
て
い
る
こ
と
も

特
徴
で
す
。
４
年
生
は
練
習
後
、

そ
の
日
の
反
省
や
明
日
に
備
え

て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
練

習
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
し
ま
す
。

そ
し
て
当
日
、
監
督
は
練
習
の

内
容
や
意
図
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
必
要
な
場
合
の
み

助
言
し
て
い
ま
す
。

役
割
分
担
と
や
り
が
い

　
学
生
は
部
内
に
お
い
て
様
々

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
受
け
身
に
な
ら
ず
、
自

ら
考
え
る
こ
と
を
身
に
つ
け
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
か

ら
で
す
。
練
習
外
の
負
担
も
あ

り
ま
す
が
、
学
生
に
と
っ
て
は

自
身
の
担
当
に
責
任
を
持
つ
と

同
時
に
、
や
り
が
い
に
も
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

﹇
主
務
﹈

新
名
美
里
（
食
物
栄
養
学
科
３

年
）
は
チ
ー
ム
や
学
生
個
々
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
運
営
を
担
う
。

﹇
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
﹈

若
原
優
子
（
総
合
健
康
学
科
４

年
）
を
中
心
に
、迫
田
愛
莉
（
同

３
年
）、石
丸
愛
華
（
同
３
年
）、

樋
口
里
衣
奈
（
同
２
年
）
ら
が
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

計
画
実
施
、
選
手
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
管
理
を
行
う
。

﹇
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
﹈

丹
下
涼
花
（
児
童
教
育
学
科
３

年
）、
篠
原
千
晴
（
総
合
健
康

学
科
４
年
）、
加
藤
愛
美
（
同

３
年
）
ら
は
、
対
戦
チ
ー
ム
の

分
析
、
デ
ー
タ
収
集
を
行
い
、

分
析
結
果
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、
公
式
戦
前
の
対
策
練
習
の

計
画
実
施
も
行
う
。

﹇
学
連
員
﹈

平
山
楓
子
（
総
合
健
康
学
科
４

年
）
が
２
０
１
９
年
度
の
学
連

委
員
長
に
就
任
。
宿
久
千
種（
同

４
年
）
と
牧
佳
奈
子
（
児
童
教

育
学
科
４
年
）
も
委
員
と
し
て

大
会
運
営
に
活
躍
中
。

﹇
審
判
員
﹈

新
居
田
は
な
の
（
総
合
健
康
学

科
３
年
）
は
選
手
と
Ｂ
級
審
判

員
を
両
立
。
高
校
、
大
学
、
社

会
人
の
主
要
大
会
で
笛
を
吹
い

て
い
る
。
本
学
で
行
う
練
習
試

合
の
審
判
員
へ
の
依
頼
調
整
を

行
う
。

﹇
食
物
栄
養
学
科
学
生
﹈

食
物
栄
養
学
科
の
学
生
が
部
員

に
向
け
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
重

要
な
食
事
に
つ
い
て
勉
強
会
を

年
に
数
回
開
催
す
る
。
ま
た
、

新
入
生
を
迎
え
る
春
合
宿
で
は

初
日
の
夕
食
の
調
理
を
担
当
す

る
。
協
力
し
て
い
た
だ
く
同
学

科
教
員
と
の
や
り
取
り
を
含
め

全
て
学
生
が
計
画
実
施
。
当
日

は
管
理
栄
養
士
と
し
て
社
会
で

活
躍
す
る
卒
業
生
も
参
加
。
他

学
科
の
学
生
に
と
っ
て
こ
の
よ
う

な
機
会
は
、
練
習
と
専
門
度
の

高
い
勉
強
を
両
立
す
る
食
物
栄

養
学
科
の
部
員
か
ら
刺
激
を
受

け
、
双
方
に
良
い
関
係
が
生
ま

れ
て
い
る
。指

揮
官
の
思
い

　
人
生
で
大
切
な
十
代
後
半
か

ら
二
十
代
前
半
に
学
生
は
生
活

の
ほ
と
ん
ど
を
勉
強
と
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
費
や
し
ま
す
。

そ
の
大
切
な
時
間
を
共
有
す
る

人
間
と
し
て
、
彼
女
た
ち
が
園

田
学
園
女
子
大
学
・
短
期
大
学

で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
な
４
年
間
、

２
年
間
を
共
に
作
り
た
い
と

日
々
思
っ
て
お
り
、
そ
の
思
い

が
す
べ
て
の
活
動
の
原
点
に
あ

り
ま
す
。

指
　
導
　
陣

女
子

両リレー〝大活躍〟

軟
式
野
球
部

全
国
ベ
ス
ト
４
が
目
標

速報！

チア
リーディング部チア
リーディング部チア
リーディング部チア
リーディング部

笑顔の演技を届けるために

　
２
０
１
９
年
４
月
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
が
創
部
さ
れ
た
。

部
員
は
１
年
生
５
人
。
文
字

通
り
「
イ
チ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
す
」（
主
将
・
濵
尾
真
衣

＝
食
物
栄
養
学
科
１
年
）。

　
大
き
な
目
標
は
イ
ン
カ
レ
出

場
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
関
西
学
生

リ
ー
グ
で
４
部
昇
格
を
目
指

す
。
少
所
帯
だ
が
、
切
磋
琢
磨

す
る
な
か
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

築
き
、
先
行
す
る
他
大
学
チ
ー

ム
に
向
か
っ
て
い
く
メ
ン
タ
ル

と
ラ
リ
ー
力
を
磨
い
て
い
く
。

バドミントン部創部
  インカレ出場目指す
バドミントン部創部
  インカレ出場目指す

監　督　畑岸邦枝
コーチ　岩村裕美



主
将
の
決
意

　
関
西
大
学
春
季
リ
ー
グ
戦
１

部
に
参
戦
し
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
は
２
部
と
の
入
替
戦
を
行

い
、３―

２
で
関
学
大
を
退
け
、

１
部
に
踏
み
と
ど
ま
っ
た
。

　
上
位
を
目
指
し
た
リ
ー
グ
戦
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誇
り
を
胸
に
〜

代
表
選
出
メ
ン
バ
ー

　
２
０
１
９
年
度
の
春
季
関
西

学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

で
、
女
子
１
部
の
本
学
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
は
６
勝
１
敗
で
２
位

と
な
り
、
連
続
リ
ー
グ
制
覇
が

「
17
季
」
で
ス
ト
ッ
プ
し
た
。

　
初
戦
の
同
志
社
大
戦
は
５
失

点
。
攻
撃
で
３
得
点
を
あ
げ
た

が
盛
り
返
せ
な
か
っ
た
。
チ
ー

ム
の
気
持
ち
が
引
き
締
ま
り
、

２
戦
目
以
降
は
完
封
勝
ち
が
４

試
合
。
接
戦
も
制
す
る
な
ど
粘

り
強
さ
を
見
せ
た
が
、
初
戦
の

黒
星
が
響
い
た
。

　
し
か
し
、
西
日
本
大
学
選
手

権
（
８
月
）
の
連
覇
、
そ
し
て

全
日
本
大
学
女
子
選
手
権
（
８

〜
９
月
）
の
〝
日
本
一
奪
還
〞

へ
向
か
っ
て
顔
を
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
に「
超

攻
撃
型
」
と
い
う
チ
ー
ム
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
あ
る
。

　
主
将
の
加
藤
亜
実
（
総
合
健

康
学
科
４
年
）
は
「
練
習
の
中

で
の
１
球
を
、
試
合
の
１
球
だ

と
全
員
が
意
識
し
、
目
的
を
明

確
に
し
て
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
話
す
。
夏
の
頂

　
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
か
ら
第
８

回
東
ア
ジ
ア

カ
ッ
プ（
６
月
・

中
国
）
に
臨
む

大
学
女
子
選
抜

に
、
投
手
・
三

原
千
空
（
総
合

健
康
学
科
３

年
）、
野
手
の

加
藤
亜
実
（
同

４
年
）、
下
山

絵
里
（
同
３

年
）、
白
石
望

美
（
同
４
年
）

の
４
人
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
第
13
回
女
子
Ｕ
19

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

（
８
月
・
米
国
）
に

出
場
す
る
日
本
女
子

Ｕ
19
代
表
に
野
手
・

中
川
唯
（
児
童
教
育

学
科
１
年
）
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
の
活
躍
が

世
界
へ
も
広
が
っ
て

い
ま
す
。

「〝超攻撃型〟というチームス
ローガンの下、全員が練習で
も試合でも積極的に自分自身
を発揮できるようなタフな人間
になれるよう頑張ります。また、
多くの方々からご支援ご声援を
いただいています。感謝の気
持ちを忘れず、夏の全日本イ
ンカレで日本一を奪還できるよ
う、日々一球一球を大切にし
て練習に取り組んでいきます」

加藤 亜実
総合健康学科４年

点
へ
、
切
磋
琢
磨
と
精
進
の

日
々
が
続
く
。

で
は
敗
戦
が
続
く
苦
し
い
展
開

に
。
セ
ッ
ト
を
奪
っ
て
も
勝
ち

切
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
最
終
戦
で
は
大
体
大

に
３―

０
で
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち

を
収
め
、
意
地
を
見
せ
た
。

　
２
部
２
位
の
関
学
大
と
の
入

替
戦
で
は
粘
ら
れ
た
が
、
最
終

セ
ッ
ト
で
突
き
放
し
た
。

　
主
将
の
永
野
桜
空
（
総
合
健

康
学
科
４
年
）
は
「
秋
季
リ
ー

グ
で
は
１
部
上
位
を
目
標
と

し
、全
員
で
気
持
ち
を
そ
ろ
え
、

お
互
い
を
信
じ
て
勝
ち
に
い
き

ま
す
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

◆
関
西
学
生
対
校
選
手
権

▽
１
０
０
ｍ
④
平
田
未
11
秒
99
⑥
西
村
12
秒

09
▽
２
０
０
ｍ
④
姫
野
24
秒
65
⑥
門
脇
24
秒

67
▽
４
０
０
ｍ
⑥
安
田
56
秒
12
▽
４
０
０
ｍ

ハ
ー
ド
ル
②
横
田
59
秒
53
▽
４
０
０
ｍ
リ

レ
ー
②
45
秒
51
（
近
藤‐

西
村―

姫
野―

平

田
未
）▽
１
６
０
０
ｍ
リ
レ
ー
②
３
分
43
秒

37
（
横
田―

安
田―

後
藤―

姫
野
）▽
棒
高

跳
③
友
松
、
黒
田
、
平
田
美
３
ｍ
40
▽
走
幅

跳
⑤
佐
伯
５
ｍ
79
▽
三
段
跳
⑤
畑
12
ｍ
31
▽

砲
丸
投
⑥
岩
木
13
ｍ
14
▽
円
盤
投
④
兒
島
39

ｍ
33
▽
や
り
投
②
桒
原
50
ｍ
36
▽
七
種
競
技

⑥
野
々
瀬
４
６
３
４
点

﹇
女
子
総
合
　
３
位
﹈

◆
日
本
学
生
個
人
選
手
権

４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
⑥
横
田
１
分
00
秒
91
▽

棒
高
跳
⑥
平
田
美
３
ｍ
50

◆
西
日
本
学
生
対
校
選
手
権

▽
１
０
０
ｍ
②
西
村
12
秒
01
▽
２
０
０
ｍ
⑤

姫
野
24
秒
87
⑥
門
脇
24
秒
97
▽
４
０
０
ｍ
③

安
田
57
秒
02
▽
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
①
横
田

１
分
00
秒
01
④
小
澤
１
分
01
秒
86
▽
４
０
０

ｍ
リ
レ
ー
②
46
秒
02
（
近
藤―

西
村―

姫
野

―

百
足
）▽
１
６
０
０
ｍ
リ
レ
ー
②
３
分
42

秒
19
（
安
田―

横
田―

梅
崎―

姫
野
）▽
棒

高
跳
③
平
田
３
ｍ
60
④
友
松
３
ｍ
60
▽
走
幅

跳
⑧
佐
伯
５
ｍ
68
▽
三
段
跳
①
畑
12
ｍ
30
▽

や
り
投
⑥
桒
原
48
ｍ
62
▽
七
種
競
技
⑧
石
橋

４
５
３
４
点

大
会
成
績

　
２
０
１
９
年
３
月
卒
で
、
陸

上
競
技
部
の
稲
岡
真
由
コ
ー
チ

（RU
N

 JO
URN

EY

）
が
５
月
の

世
界
リ
レ
ー
（
横
浜
）
の
男
女

混
合
４×

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
予

選
に
３
走
で
出
場
。
日
本
チ
ー

ム
は
３
分
19
秒
71
の
日
本
新
記

録
を
マ
ー
ク
し
、
タ
イ
ム
上
位

国
に
与
え
ら
れ
る
世
界
選
手
権

（
９
月
27
日
〜
／
カ
タ
ー
ル
・

ド
ー
ハ
）
の
出
場
権
を
獲
得
し

た
。
食
物
栄
養
学
科
卒
で
管
理

栄
養
士
国
家
試
験
に
も
合
格
し

た
稲
岡
コ
ー
チ
。
世
界
選
手
権

で
も
日
本
代
表
メ
ン
バ
ー
入
り

が
期
待
さ
れ
る
。

ソフトボール部ソフトボール部

「今年は持ち前の明るさ、
個々のパワーを最大限使
い、関西リーグと王座で
頂点を狙っていきます。
競り合う試合も多いと思
いますが、チーム一丸で
一心不乱に戦い抜き、一
つひとつの大会で成長
し、自信につなげていき
たいと思います」

石井 あづさ
総合健康学科４年

テニス部テニス部

「主将として、チームがど
んな状態であっても前を向
き、笑顔を絶やさないこと
を心掛けています。また一
人ひとりに声を掛け、思い
きりバレーボールができる
環境をつくりたいと思いま
す。秋季リーグでは春季に
成し遂げられなかった１部
上位を目標とし、全員で勝
ちにいきます」

永野 桜空
総合健康学科４年

バレーボール部バレーボール部

「春から積み重ねてきた
ことをすべてコートに出
し、インカレ出場を目標
に頑張ります。主将とし
て自分に厳しく、責任を
持ち、チームを引っ張っ
ていきたい。そして、私
たちのバスケットを見て
いる方々に楽しんでもら
えるよう全力でプレーし
ます」

谷村 唯
児童教育学科４年

バスケットボール部バスケットボール部

「今年は全日本学生大会
に出場し、上位を目指
しています。そのため
に稽古も試合も全力で
取り組んでいます。主
将として、全員がやっ
てきて良かったと思え
る剣道部を作り、剣道
を楽しみたいと思いま
す」

落合 空
児童教育学科４年

剣道部剣道部

「関西インカレは多数の自
己ベストや全日本インカレ
参加標準記録突破者が出
て、チーム一丸となって戦
い抜くことができました。
９月の日本インカレも総力
戦です。普段からチーム内、
監督、コーチとのコミュニ
ケーションを重視し、チー
ムを引っ張っていけるよう
に頑張ります」

畑 ともよ
総合健康学科４年

陸上競技部陸上競技部

「今年から１年生５人で活
動を始めました。少人数
で大学としての実績もま
だないため、イチからの
スタートです。個人の技
量を上げ、試合で上位に
入れるよう、普段から試
合を意識した練習ができ
るよう工夫しています。
今シーズンは関西リーグ
戦４部昇格が目標。

濵尾 真衣
食物栄養学科１年

バドミントン部バドミントン部

◆
春
季
関
西
学
生
女
子
リ
ー
グ
（
１
部
）

園
田
学
園
女
子
大
学

　
　
　
　
　
　
●
３―

５
　
同
志
社
大

　
　
　
　
　
　
○
７―

０
　
神
戸
親
和
女
大

　
　
　
　
　
　
○
８―

０
　
立
命
館
大

　
　
　
　
　
　
○
２―

１
　
太
成
学
院
大

　
　
　
　
　
　
○
11―

０
　
大
阪
大
谷
大

　
　
　
　
　
　
○
４―

１
　
関
西
大

　
　
　
　
　
　
○
１―

０
　
龍
谷
大

大
会
成
績

◆
関
西
大
学
春
季
リ
ー
グ
（
女
子
１
部
）

▽
入
替
戦

園
田
学
園
女
子
大
（
１
部
11
位
）

　
　
　
　
　
○
３―

２
　
関
学
大

※

１
部
残
留
決
定

大
会
成
績

第８回 東アジアカップ 大学女子選抜

中川 唯

下山 絵里（写真右）

白石 望美（写真中左）

女子 U19 代表

１部残留１部残留リーグ戦リーグ戦
バレーボールバレーボール

稲岡真由コーチ稲岡真由コーチ

成
長
、
喜
び
、
大
切
な
時
間
を
共
有
し
た
い

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

か
け
が
え
の
な
い
学
生
時
代
、
園
田
学
園
女
子
大
学
に
は
ク
ラ
ブ
活
動
に
熱
中

す
る
学
生
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
し
て
各
部
の
指
揮
官
も
、
選
手
た
ち
の
力
を
最

大
限
に
引
き
出
そ
う
と
日
々
情
熱
を
注
い
で
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

目
標
に
突
き
進
む
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

We are
the Best
クラブ紹介

We are
the Best
クラブ紹介

We are
the Best
クラブ紹介

We are
the Best
クラブ紹介

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

日本優勝！日本優勝！日本優勝！日本優勝！

加藤 亜実（写真左）

「代表選出はうれしさと代表として
のプレッシャーを感じました。さら
にレベルアップして挑みたいです。
常に声を出してチームを盛り上げ、
足で相手をかき回したり、攻撃をつ
なげたりすることに徹したいと思い
ます。そしてアメリカの３連覇を阻
止して、日本の世界一に貢献できる
ように頑張ります」

三原 千空（写真中右）

に
出
て
い
な
い
４
人
が
組
ん
だ

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
は
、
近
藤
亜

友
美
（
総
合
健
康
学
科
４
年
）

―

西
村
百
花
（
児
童
教
育
学
科

４
年
）―

姫
野
万
里
乃
（
総
合

健
康
学
科
２
年
）―

平
田
未
来

（
総
合
健
康
学
科
３
年
）
で
つ
な

い
で
45
秒
51
の
好
タ
イ
ム
を

マ
ー
ク
。
１
６
０
０
ｍ
リ
レ
ー

は
、
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
２
位

の
横
田
華
恋
（
食
物
栄
養
学
科

３
年
）―

４
０
０
ｍ
６
位
の
安

田
明
日
翔
（
総
合
健
康
学
科
２

年
）―

後
藤
奈
緒
（
児
童
教
育

学
科
３
年
）―

姫

野
の
オ
ー
ダ
ー
で
、

優
勝
ま
で
あ
と
一

歩
の
力
走
を
見
せ

た
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
で

は
や
り
投
の
桒
原

千
賀
子
（
総
合
健

康
学
科
２
年
）
が

50
ｍ
36
で
２
位
に
。

「
応
援
の
声
が
大
き

く
て
、
投
げ
た
や

り
が
そ
れ
に
乗
っ

て
い
け
た
」
と
喜
ん
だ
。

　
６
月
の
日
本
学
生
個
人
選
手

権
で
は
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
の

横
田
と
棒
高
跳
の
平
田
美
和

（
児
童
教
育
学
科
２
年
）
が
そ

れ
ぞ
れ
６
位
に
入
賞
し
た
。

　
６
月
の
西
日
本
学
生
対
校
選

手
権
で
は
三
段
跳
の
畑
と
も
よ

（
総
合
健
康
学
科
４
年
）
と
４
０

０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
の
横
田
が
栄
冠

に
輝
く
な
ど
活
躍
し
、
女
子
総

合
３
位
の
好
成
績
を
収
め
た
。

　「
全
員
、
自
己
ベ
ス
ト
更
新
」

を
チ
ー
ム
目
標
に
掲
げ
る
陸
上

競
技
部
。
９
月
の
日
本
イ
ン
カ

レ
も
全
部
員
一
丸
で
立
ち
向
か

う
。

　
軟
式
野

球
部
は
関

西
リ
ー
グ

で
３
位
が

続
き
、
今

年
こ
そ
今

年
こ
そ
と

上
位
を
目

指
し
て
き

ま
し
た
。
昨
年
の
リ
ー
グ
で
は

２
位
に
上
が
り
、
今
年
度
は
関

西
リ
ー
グ
制
覇
が
目
標
で
す
。

　
全
国
大
会
で
は
、
昨
年
日
体

大
の
６
連
覇
を
阻
止
し
て
ベ
ス

ト
８
に
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
目
標
は
ベ
ス
ト
４
ま

で
勝
ち
上
が
る
こ
と
で
す
。

　
１
年
生
が
入
部
し
37
人
の

チ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。
私
た

ち
は
１
部
昇
格
と
い
う
目
標
を

目
の
前
で
達
成
で
き
ず
悔
し
い

思
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
年

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
足
跡
（
そ

く
せ
き
）
〜
ど
ん
底
か
ら
這
い

上
が
れ

〜
」
と
掲

げ
、
泥
臭

く
、
粘
り

強
く
、
過

程
を
大
切

に
し
な
が

ら
這
い
上

が
っ
て
い

き
ま
す
。

　チアリーディング部は部員４人
ですが、第 30 回全日本選手権大
会に出場しました。｢私たちができ
る演技は何か｣と考えながら、練
習の成果を出すことができまし
た。社会人アメリカンフットボー
ルＸ２ WEST リーグのゴールデ
ンファイターズの専属チアや地域
イベントなどで「みんなで助け合
いながら、チームで協力し笑顔で
全力の演技をする」を目標に練習
しています。

　
５
月
の
関
西
学
生
対
校
（
関

西
イ
ン
カ
レ
）
で
、
陸
上
競
技

部
は
入
賞
17
を
数
え
、
女
子
総

合
３
位
（
ト
ラ
ッ
ク
４
位
・

フ
ィ
ー
ル
ド
２
位
・
混
成
４
位
）

と
健
闘
し
た
。

　
ト
ラ
ッ
ク
で
は
４
０
０
ｍ
リ

レ
ー
と
１
６
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、

４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
の
３
種
目

で
２
位
に
入
っ
た
。
高
校
時
代

に
個
人
種
目
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

400m
1600m

関西＆西日本
学 生 陸 上

全
員
練
習
＆
学
生
主
体

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
40

人
を
超
え
る
部
員
全
員
で
練
習

し
て
い
ま
す
。
人
数
の
多
い
大

学
で
は
チ
ー
ム
を
分
け
て
別
々

に
練
習
す
る
大
学
も
あ
り
ま
す
。

本
学
も
そ
の
よ
う
な
時
期
が
あ

り
ま
し
た
が
、
全
員
で
練
習
す

る
方
法
に
変
え
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
応
援
や
雰
囲
気
に

好
評
を
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く

な
り
、
応
援
風
景
を
見
て
、
本

学
を
進
学
先
に
選
ん
で
く
れ
る

高
校
生
も
い
ま
す
。

　
こ
の
方
法
が
で
き
る
の
も
、

岩
村
コ
ー
チ
の
存
在
が
大
き
く
、

監
督
・
コ
ー
チ
２
人
体
制
を
整

え
て
い
た
だ
い
て
い
る
大
学
に
は

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
４

年
生
が
作
成
し
て
い
る
こ
と
も

特
徴
で
す
。
４
年
生
は
練
習
後
、

そ
の
日
の
反
省
や
明
日
に
備
え

て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
練

習
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
し
ま
す
。

そ
し
て
当
日
、
監
督
は
練
習
の

内
容
や
意
図
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
必
要
な
場
合
の
み

助
言
し
て
い
ま
す
。

役
割
分
担
と
や
り
が
い

　
学
生
は
部
内
に
お
い
て
様
々

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
受
け
身
に
な
ら
ず
、
自

ら
考
え
る
こ
と
を
身
に
つ
け
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
か

ら
で
す
。
練
習
外
の
負
担
も
あ

り
ま
す
が
、
学
生
に
と
っ
て
は

自
身
の
担
当
に
責
任
を
持
つ
と

同
時
に
、
や
り
が
い
に
も
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

﹇
主
務
﹈

新
名
美
里
（
食
物
栄
養
学
科
３

年
）
は
チ
ー
ム
や
学
生
個
々
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
運
営
を
担
う
。

﹇
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
﹈

若
原
優
子
（
総
合
健
康
学
科
４

年
）
を
中
心
に
、迫
田
愛
莉
（
同

３
年
）、石
丸
愛
華
（
同
３
年
）、

樋
口
里
衣
奈
（
同
２
年
）
ら
が
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

計
画
実
施
、
選
手
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
管
理
を
行
う
。

﹇
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
﹈

丹
下
涼
花
（
児
童
教
育
学
科
３

年
）、
篠
原
千
晴
（
総
合
健
康

学
科
４
年
）、
加
藤
愛
美
（
同

３
年
）
ら
は
、
対
戦
チ
ー
ム
の

分
析
、
デ
ー
タ
収
集
を
行
い
、

分
析
結
果
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、
公
式
戦
前
の
対
策
練
習
の

計
画
実
施
も
行
う
。

﹇
学
連
員
﹈

平
山
楓
子
（
総
合
健
康
学
科
４

年
）
が
２
０
１
９
年
度
の
学
連

委
員
長
に
就
任
。
宿
久
千
種（
同

４
年
）
と
牧
佳
奈
子
（
児
童
教

育
学
科
４
年
）
も
委
員
と
し
て

大
会
運
営
に
活
躍
中
。

﹇
審
判
員
﹈

新
居
田
は
な
の
（
総
合
健
康
学

科
３
年
）
は
選
手
と
Ｂ
級
審
判

員
を
両
立
。
高
校
、
大
学
、
社

会
人
の
主
要
大
会
で
笛
を
吹
い

て
い
る
。
本
学
で
行
う
練
習
試

合
の
審
判
員
へ
の
依
頼
調
整
を

行
う
。

﹇
食
物
栄
養
学
科
学
生
﹈

食
物
栄
養
学
科
の
学
生
が
部
員

に
向
け
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
重

要
な
食
事
に
つ
い
て
勉
強
会
を

年
に
数
回
開
催
す
る
。
ま
た
、

新
入
生
を
迎
え
る
春
合
宿
で
は

初
日
の
夕
食
の
調
理
を
担
当
す

る
。
協
力
し
て
い
た
だ
く
同
学

科
教
員
と
の
や
り
取
り
を
含
め

全
て
学
生
が
計
画
実
施
。
当
日

は
管
理
栄
養
士
と
し
て
社
会
で

活
躍
す
る
卒
業
生
も
参
加
。
他

学
科
の
学
生
に
と
っ
て
こ
の
よ
う

な
機
会
は
、
練
習
と
専
門
度
の

高
い
勉
強
を
両
立
す
る
食
物
栄

養
学
科
の
部
員
か
ら
刺
激
を
受

け
、
双
方
に
良
い
関
係
が
生
ま

れ
て
い
る
。指

揮
官
の
思
い

　
人
生
で
大
切
な
十
代
後
半
か

ら
二
十
代
前
半
に
学
生
は
生
活

の
ほ
と
ん
ど
を
勉
強
と
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
費
や
し
ま
す
。

そ
の
大
切
な
時
間
を
共
有
す
る

人
間
と
し
て
、
彼
女
た
ち
が
園

田
学
園
女
子
大
学
・
短
期
大
学

で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
な
４
年
間
、

２
年
間
を
共
に
作
り
た
い
と

日
々
思
っ
て
お
り
、
そ
の
思
い

が
す
べ
て
の
活
動
の
原
点
に
あ

り
ま
す
。

指
　
導
　
陣

女
子

両リレー〝大活躍〟

軟
式
野
球
部

全
国
ベ
ス
ト
４
が
目
標

速報！

チア
リーディング部チア
リーディング部チア
リーディング部チア
リーディング部

笑顔の演技を届けるために

　
２
０
１
９
年
４
月
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
が
創
部
さ
れ
た
。

部
員
は
１
年
生
５
人
。
文
字

通
り
「
イ
チ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
す
」（
主
将
・
濵
尾
真
衣

＝
食
物
栄
養
学
科
１
年
）。

　
大
き
な
目
標
は
イ
ン
カ
レ
出

場
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
関
西
学
生

リ
ー
グ
で
４
部
昇
格
を
目
指

す
。
少
所
帯
だ
が
、
切
磋
琢
磨

す
る
な
か
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

築
き
、
先
行
す
る
他
大
学
チ
ー

ム
に
向
か
っ
て
い
く
メ
ン
タ
ル

と
ラ
リ
ー
力
を
磨
い
て
い
く
。

バドミントン部創部
  インカレ出場目指す
バドミントン部創部
  インカレ出場目指す

監　督　畑岸邦枝
コーチ　岩村裕美



テ
ニ
ス
の
２
０
１
９
年
度
関
西
学
生
春
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
小
池
颯

紀
（
総
合
健
康
学
科
４
年
）
が
シ
ン
グ
ル
ス
で
初
優
勝
を
飾
り
、
東

谷
和
（
児
童
教
育
学
科
２
年
）
と
組
ん
だ
ダ
ブ
ル
ス
で
も
栄
冠
に
輝

い
た
。
小
池
の
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
は
大
会
３
連
覇
。
同
ペ
ア
は
海
外
ツ

ア
ー
大
会
で
準
優
勝
を
果
た
す
な
ど
、
飛
躍
し
て
い
る
。
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前
年
度
か
ら
女
子
ダ
ブ
ル
ス

で
実
績
を
重
ね
る
小
池
・
東
谷

組
。
前
年
度
末
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で

行
わ
れ
た
大
会
で
準
優

勝
を
果
た
し
、「
外
国
人

の
ス
ピ
ー
ド
や
パ
ワ
ー

は
強
く
簡
単
に
勝
て
る

試
合
は
一
度
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
準
優

勝
出
来
た
こ
と
は
大
き

な
自
信
に
な
り
ま
し
た
」

（
東
谷
）
と
弾
み
を
つ
け

て
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ
た
。

　
関
西
オ
ー
プ
ン
の
シ

ン
グ
ル
ス
を
制
し
た
小
池
は
、

関
西
学
生
春
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
も
順
当
に
決
勝
へ
。
そ
こ
で

も
６―

４
、
６―

２
で
ス
ト

レ
ー
ト
勝
ち
を
収
め
、
シ
ン
グ

ル
ス
を
初
制
覇
し
た
。

　
ダ
ブ
ル
ス
も
危
な
げ
な
く
勝

ち
上
が
り
、
決
勝
で
は
第
２

セ
ッ
ト
に
反
撃
を
受
け
た
も
の

の
、
東
谷
と
と
も
に
冷
静
な
プ

レ
ー
で
第
３
セ
ッ
ト
を
奪
っ
て

優
勝
。
小
池
の
ダ
ブ
ル
ス
は
大

会
３
連
覇
の
快
挙
だ
っ
た
。

　
小
池
は
「
シ
ン
グ
ル
ス
の
タ

イ
ト
ル
を
取
れ
て
う
れ
し
い
で

す
。
ダ
ブ
ル
ス
３
連
覇
も
自
信

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
弾
み
に

全
日
本
学
生
選
手
権
で
単
複
と

も
優
勝
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
コ
メ
ン

ト
。
個
人
で
挑
む
イ
ン
カ
レ
、

チ
ー
ム
で
目
指
す
全
日
本
大
学

対
抗
王
座
決
定
試
合
の
頂
点

へ
、
エ
ー
ス
の
自
覚
を
背
負
っ

て
駆
け
上
が
る
。

　
４
月
に
行
わ
れ
た
神
戸
オ
ー

プ
ン
テ
ニ
ス
の
女
子
ダ
ブ
ル
ス

で
石
井
あ
づ
さ
（
総
合
健
康
学

科
４
年
）・
西
野
さ
く
ら
（
同

３
年
）
組
が
決
勝
に
進
出
。
第

１
セ
ッ
ト
を
逆
転
で
奪
う
と
、

第
２
セ
ッ
ト
は
６―

３
で
勝
ち

取
り
、
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

　
昨
年
の
全
日
本
大
学
対
抗
王

座
決
定
試
合
の
ダ
ブ
ル
ス
を
経

験
し
た
こ
と
が
成
長
の
源
に
。

西
野
は
「
初
戦
か
ら
タ
フ
な
試

合
が
続
き
ま
し
た
が
、
昨
年
経

験
し
て
き
た
こ
と
を
生
か
し
、

終
始
明
る
く
プ
レ
ー
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
続

く
大
会
で
も
結
果
を
残
し
て
い

け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」と
、

さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
っ
た
。

　
全
関
西
女
子
学
生
選
手
権
で

本
学
は
３
回
戦
か
ら
登
場
。
龍

谷
大
を
88―

73
で
退
け
て
好
発

進
し
た
。
４
回
戦
は
昨
秋
の

リ
ー
グ
戦
で
１
部
４
位
の
奈
良

学
園
大
と
対
戦
。
実
績
で
は
相

手
が
格
上
だ
が
、
第
１
ピ
リ
オ

ド
（
22―

18
）
か
ら
終
始
主
導

権
を
握
り
、88―

62
で
快
勝
し
、

ベ
ス
ト
８
進
出
を
決
め
た
。

　
４
強
入
り
を
懸
け
た
準
々
決

勝
で
は
、
昨
秋
リ
ー
グ
１
部
２

位
の
強
豪
・
大
阪
人
科
大
が
立

ち
は
だ
か
っ
た
。
第
１
ピ
リ
オ

ド
か
ら
追
い
か
け
る
展
開
を
強

い
ら
れ
、
第
３
ピ
リ
オ
ド
で
は

17
点
差
を
つ

け
ら
れ
た
。

１
部
上
位
校

の
壁
は
厚

く
、
し
か
し

乗
り
越
え
な

け
れ
ば
な
ら

な
い
壁
と
も

言
え
る
。

　
順
位
決
定

戦
に
進
ん
だ

も
の
の
、
そ

の
初
戦
で
関

学
大
に
抑
え

込
ま
れ
、
７

位
決
定
戦
へ
。
関
西
外
大
を
相

手
に
第
３
ピ
リ
オ
ド
ま
で
42―

39
と
リ
ー
ド
を
保
っ
て
い
た

が
、
第
４
ピ
リ
オ
ド
で
反
撃
に

遭
い
、
逆
転
負
け
を
喫
し
、
８

位
が
確
定
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
の
西
日
本
学
生

選
手
権
は
２
回
戦
を
粘
り
勝
ち

し
た
が
、
３
回
戦
で
敗
退
。
課

題
を
残
し
た
。

　「
全
関
西
は
新
１
年
生
が

入
っ
た
新
チ
ー
ム
最
初
の
公
式

戦
で
、
８
位
は
悔
し
い
結
果
で

し
た
」
と
話
す
主
将
の
谷
村
唯

（
児
童
教
育
学
科
４
年
）は
、「
秋

の
リ
ー
グ
戦
に
向
け
て
、
日
々

の
練
習
の
意
図
を
全
員
が
理
解

し
て
、
常
に
強
気
で
リ
ン
グ
に

向
か
う
姿
勢
、
シ
ュ
ー
ト
力
を

上
げ
る
、
当
た
り
負
け
し
な
い

体
づ
く
り
と
い
っ
た
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
」
と
、
総
勢
43
人
の
チ
ー
ム
に
〝
練
習
で

も
全
力
プ
レ
ー
〞
を
促
す
。

　
前
年
チ
ー
ム
は
秋
季
リ
ー
グ
で
１
部
昇
格
、

秋
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
３
位
と
い
う
結
果
を
現

チ
ー
ム
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し

て
く
れ
た
。

残
暑
の
季
節

に
開
幕
す
る

リ
ー
グ
戦
で

１
部
８
校
の

上
位
へ
。
バ

ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
の

挑
戦
の
歩
み

は
止
ま
ら
な

い
。

【ソフトボール部】
芦田　璃子（京都西山・京都）
石田　紅葉（帝京安積・福島）
門　　里唄（九州文化学園・長崎）
工藤　真依（福岡大学附属若葉・福岡）
小林　綾実（とわの森三愛・北海道）
佐藤　杏美（三国・福井）
髙重　映理（神村学園・鹿児島）
高橋ひより（桜宮・大阪）
中川　　唯（とわの森三愛・北海道）
廣瀬　美由（高知丸の内・高知）
舟橋　京花（兵庫大学附属須磨ノ浦・兵庫）
森本なるか（高知丸の内・高知）
矢追　英姫（鳥取城北・鳥取）
石川　小暖（千葉経済大学附属・千葉）
重冨　夕菜（香ヶ丘リベルテ・大阪）

【テニス部】
伊藤　七海（白鵬女子・神奈川）
櫻井　ゆき（芦屋大学附属・兵庫）
臺　　涼華（福徳学院・大分）
宮崎　明莉（芦屋大学附属・兵庫）
小川　瑠衣（園田学園・兵庫）

赤井　琴音（園田学園・兵庫）

【バスケットボール部】
麻生　真衣（明豊・大分）
服部　　渚（大阪桐蔭・大阪）
福島　　梓（大阪薫英女学院・大阪）
前田　歩花（明豊・大分）
米山　由華（奈良文化・奈良）
神谷　寧音（那覇・沖縄）
大塚　千里（高知中央・高知）
草刈　美樹（鳥取城北・鳥取）
原口依央梨（中村学園女子・福岡）
松永　夏佳（高知中央・高知）
山下　果歩（神戸北・兵庫）
二之宮禄海（宝塚西・兵庫）
小西　千夏（摂津・大阪）

【バレーボール部】
近藤　朝日（開智・和歌山）
中尾　奈蘭（沼田・広島）
神谷　歩実（氷上・兵庫）
村田　和奏（四條畷学園・大阪）
奥田　結愛（芦屋大学付属・兵庫）
山中　七花（夙川学院・兵庫）

【駅伝競走部】
上本　琴未（大阪成蹊女子・大阪）

橋本　未羽（市尼崎・兵庫）
藤野　　葵（大阪桐蔭・大阪）
岡橋　歩美（大阪・大阪）
田邊　陽菜（八重山・沖縄）

【剣道部】
池田　仁美（日章学園・宮崎）
川端　紗季（安房・千葉）
橘　いづみ（東洋大学附属姫路・兵庫）
立神有弥子（甲子園学院・兵庫）
中丁　美乃（東洋大学附属姫路・兵庫）

【陸上競技部】
安藤　百夏（山田・大阪）
井上あず美（京都橘・京都）
圓城寺祐穂（塔南・京都）
上月　亜美（神戸高塚・兵庫）
兒島　怜奈（大阪桐蔭・大阪）
齊藤　朋佳（園田学園・兵庫）
島田　幸夢（咲くやこの花・大阪）
杉村　美緒（摂津・大阪）
竹内　栞里（佐賀北・佐賀）
友松　日南（明石商業・明石）
永井　来海（尼崎双星・尼崎）
中西　彩梨（大阪・大阪）
平野さくら（枚方・大阪）
福林　春香（京都橘・京都）

藤本　彩花（城南学園・大阪）
安里　彩加（摂津・大阪）
矢田　涼乃（尼崎双星・尼崎）
山田　真由（関西大学北陽・大阪）
石谷　綾菜（姫路商業・兵庫）
倉本　美知（防府商工・山口）
倉本　奈緒（防府商工・山口）
土山　万緒（聖カタリナ学園・愛媛）
弘下　由梨（田部・山口）
辻　　七海（摂津・大阪）
大山　睦子（玉野光南・岡山）
田﨑　舞桜（須磨翔風・神戸）
廣瀬　桃奈（洛北・京都）
山下　美昴（園田学園・兵庫）
高橋　佳音（茨木西・大阪）

【バドミントン部】
北井　海玖（大阪・大阪）
濵尾　真衣（米子北・鳥取）
山崎　優友（園田学園・兵庫）
山中　愛鈴（青峰・三重）
豊島　美奈（伊丹西・兵庫）

　　　　　※カッコ内は出身高校 

　
テ
ニ
ス
部
が
２
０
１
９
年

１
月
31
日
、
ハ
ワ
イ
大
学
と

の
対
抗
戦
を
本
学
お
よ
び
ブ

ル
ボ
ン
ビ
ー
ン
ズ
ド
ー
ム

（
兵
庫
県
三
木
市
）
で
開
催

し
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
大
学
に

と
っ
て
、
初
の
海
外
遠
征
と

な
っ
た
今
回
の
対
抗
戦
は
、

本
学
テ
ニ
ス
部
が
４―

３
で

ハ
ワ
イ
大
学
を
破
り
勝
利
し

ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
大
と
交
流
戦

テ
ニ
ス
部
・
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

関
西
女
子
学
生
剣
道

関
西
女
子
学
生
剣
道

剣道部

大
会
成
績

　
全
日
本
学
生
選
手
権
の
出
場

権
を
懸
け
た
関
西
女
子
学
生
選

手
権
。
全
日
本
に
進
め
る
ベ
ス

ト
16
入
り
を
目
指
し
て
６
人
が

挑
ん
だ
。

　
３
回
戦
に
進
ん
だ
の
は
４
人

で
、
３
人
が
４
回
戦
へ
。
こ
れ

に
勝
て
ば
ベ
ス
ト
16
。
菰
口
と

池
田
が
そ
れ
ぞ
れ
快
勝
し
た

が
、
３
回
戦
を
延
長
の
末
に
粘

り
勝
ち
し
た
奥
平
桜
（
総
合
健

康
学
科
３
年
）
は
、
今
度
は
延

長
で
惜
敗
を
喫
し
た
。

　
５
回
戦
で
は
菰
口
が
コ
テ
、

池
田
が
面
を
決
め
て
、
ベ
ス
ト

８
に
勝
ち
進
ん
だ
。
し
か
し
、

２
人
と
も
８
強
の
壁
を
突
破
で

き
ず
、
進
撃
が
止
ま
っ
た
。

　
全
員
が
全
日
本
に
出
場
す
る

意
気
込
み
で
挑
ん
だ
が
、
そ
れ

は
叶
わ
ず
、
悔
し
い
気
持
ち
も

募
る
が
、
３
年
生
と
１
年
生
が

全
日
本
出
場
を
決
め
、
剣
道
部

全
員
が
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

　
団
体
戦
の
西
日
本
女
子
学
生

大
会
は
１
勝
止
ま
り
。
不
完
全

燃
焼
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

剣
道
部
は
、
全
日
本
女
子
学
生

優
勝
大
会
に
つ
な
が
る
９
月
の

関
西
女
子
学
生
優
勝
大
会
に
向

け
、
チ
ー
ム
で
の
勝
利
を
渇
望

し
て
い
る
。

　
主
将
の
落
合
空
（
児
童
教
育

学
科
４
年
）
は
「
チ
ー
ム
で
の

勝
利
が
必
要
で
す
。
お
互
い
が

信
頼
し
合
い
、
自
分
を
信
じ
て

戦
え
る
芯
の
強
さ
を
つ
け
る
た

め
に
、
勝
利
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ

け
た
い
」
と
話
す
と
と
も
に
、

「
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
課
題
に
し

て
き
た
〝
一
本
に
な
る
打
突
〞

を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
勝
つ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
稽
古
で
徹

底
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
」
と
気
を
引
き

締
め
る
。

　
団
体
戦
で
勝
ち
進
む
に
も
、

個
の
強
さ
は
必
要
だ
。
き
わ
ど

い
勝
負
を
制
す
る
精
神
力
と
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
た
技
術
を
稽
古
で

磨
く
し
か
な
い
。

　
ま
た
、
関
西
女
子
学
生
選
手

権
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
兵
庫

学
生
大
会
で
は
、
個
人
戦
で
山

田
悠
帆
里
（
総
合
健
康
学
科
２

年
）
が
準
優
勝
し
、
団
体
戦
で

は
本
学
Ａ
が
栄
冠
に
輝
い
た
。

◆
兵
庫
学
生
大
会

﹇
個
人
戦
﹈

　
準
優
勝
　
山
田

﹇
団
体
戦
﹈

　
優
勝
　
園
田
学
園
女
子
大
学
Ａ

　
　（
落
合
・
上
山
・
菰
口
・
佐
々
木
）

◆
関
西
女
子
学
生
選
手
権
大
会

▽
１
回
戦
勝
者

　
奥
平
、
上
山

▽
２
回
戦
勝
者

　
奥
平
、
上
山
、
菰
口
、
池
田

▽
３
回
戦
勝
者

　
奥
平
、
菰
口
、
池
田

▽
４
回
戦
勝
者

　
菰
口
、
池
田

▽
５
回
戦

　
菰
口
　
○
㋙―

●
　
河
嵜
（
同
志
社
大
）

　
池
田
　
○
㋱―

●
　
北
本
（
近
畿
大
）

▽
準
々
決
勝

　
菰
口
　
●―

▲
㋙
　
對
馬
（
立
命
大
）

　
池
田
　
●―

㋡
　
　
安
田
（
立
命
大
）

◆
西
日
本
女
子
学
生
大
会

園
田
学
園
女
子
大
学

▽
２
回
戦
　
○―

●
吉
備
国
際
大

▽
３
回
戦
　
●―

○
大
教
大

　剣道の個人戦で争われる第49回関西女子学生選手権は５月19日に行われ、本学剣
道部は６人が出場。菰口未紗（児童教育学科３年）と池田仁美（総合健康学科１
年）がベスト８に勝ち進み、６月29・30日に大阪府立体育館で行われる全日本女子
学生選手権への出場を決めた。

　剣道の個人戦で争われる第49回関西女子学生選手権は５月19日に行われ、本学剣
道部は６人が出場。菰口未紗（児童教育学科３年）と池田仁美（総合健康学科１
年）がベスト８に勝ち進み、６月29・30日に大阪府立体育館で行われる全日本女子
学生選手権への出場を決めた。

　
従
来
、
１
塁
側
、
３
塁
側
に

高
さ
15
ｍ
の
防
球
ネ
ッ
ト
を
備

え
て
い
ま
し
た
が
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
学
生
の
技
術
や
体
力

が
向
上
し
、
ネ
ッ
ト
を
超
え
る

打
球
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
近

隣
住
民
の
安
全
を
第
一
に
考

え
、
こ
の
た
び
、
防
球
ネ
ッ
ト

を
高
さ
25
ｍ
と
し
、
新
た
に
10

ｍ
の
も
の
を
外
野
側
に
も
設

置
。
本
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が

一
層
活
躍
で
き
る
よ
う
、
よ
り

充
実
し
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
専
用

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

外
野
部
分
の
芝
生
化
を
実
現
。

学
内
緑
化
推
進
と
と
も
に
、
プ

レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
学
生
の
ケ
ガ

の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

バスケット
ボール部

８
強
８
強
８
強
８
強

全
関
西
女
子
学
生

８８

菰
口
と
池
田
が

菰
口
と
池
田
が
ベストベスト

全日本女子学生選手権出場決める

大
会
成
績

◆
第
40
回
全
関
西
女
子
学
生
選
手
権
記
念
大
会

園
田
学
園
女
大

▽
３
回
戦
　
○
88―

73
　
龍
谷
大

▽
４
回
戦
　
○
88―

62
　
奈
良
学
園
大

▽
準
々
決
勝
●
64―

91
　
大
阪
人
間
科
学
大

﹇
順
位
決
定
戦
﹈

▽
１
回
戦
　
●
45―

61
　
関
学
大

▽
７
位
決
定
戦
●
56―

61
　
関
西
外
大

◆
第
68
回
西
日
本
学
生
選
手
権
大
会

園
田
学
園
女
大

▽
２
回
戦
　
○
67―

64
　
大
阪
大
谷
大

▽
３
回
戦
　
●
71―

79
　
新
潟
医
福
大

小池が快挙小池が快挙

関
西
学
生
春
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

テニス神戸オープン石井（左）・西野テニス神戸オープン石井（左）・西野 ダブルス優勝の小池（右）・東谷組（関西学生テニス連盟提供）ダブルス優勝の小池（右）・東谷組（関西学生テニス連盟提供）

テ
ニ
ス
部

大
会
成
績

◆ITF M
agic Tours

（
チ
ュ
ニ
ジ
ア
）

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
準
優
勝
　
小
池
・
東
谷

◆
神
戸
オ
ー
プ
ン
２
０
１
９

﹇
女
子
ダ
ブ
ル
ス
﹈

石
井
・
西
野
（
園
田
学
園
女
子
大
）

▽
準
々
決
勝
○
２―

０
　
大
西
（
甲
南
大
）・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
嶋
（
大
商
学
園
）

▽
準
決
勝
　
○
２―

１
　
多
田
（
ト
ッ
プ
ラ
ンAIOI

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
渡
邉
（
相
生
学
院
）

▽
決
勝
　
　
○
２―

０
　
大
山
（
河
内
庭
球
倶
楽
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
眞
鍋
（TURKEY TENNIS

）

◆
関
西
学
生
春
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

﹇
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
﹈

▽
準
々
決
勝

　
　
　
　
　
小
池
　
○
２―

０
　
藤
原
（
姫
路
大
）

▽
準
決
勝
　
小
池
　
○
２―

０
　
鎌
田
（
関
西
大
）

▽
決
勝
　
　
小
池
　
○
２―

０
　
大
野
（
関
西
大
）

﹇
女
子
ダ
ブ
ル
ス
﹈

▽
準
々
決
勝

小
池
・
東
谷
○
２―

０
　
中
谷
・
田
中
（
甲
南
大
）

▽
準
決
勝

小
池
・
東
谷
○
２―

０
　
大
塚
・
伊
藤
（
同
志
社
大
）

▽
決
勝

小
池
・
東
谷
○
２―

１
　
中
村
・
佃
（
関
西
大
）

2019年度後期大会
日程

ソフトボール専用グラウンドを整備ソフトボール専用グラウンドを整備

清元瀬里清元瀬里

稲井朋香稲井朋香 西山美優西山美優

谷村唯谷村唯


